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フランス10年国債利回り

（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
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【2019年6⽉17⽇〜2019年6⽉21⽇】

国債利回りは⼀段と低下
⽶連邦準備制度理事会（FRB）のパウエ
ル議⻑が今後利下げに転じる可能性を⽰
唆したことなどを受けて、先進国国債の
買いが進み、利回りは低下しました。

⿊⽥⽇銀総裁が⻑期⾦利の変動幅を「あ
る程度弾⼒的に対応する」姿勢を⽰した
ことを受けて、市場では⽇銀が許容する
操作⽬標レンジの下限を試す動きが強ま
りました。

（注）データは2019年5⽉21⽇から2019年6⽉21⽇（⽇次）。
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【2019年6⽉17⽇〜2019年6⽉21⽇】

円が対⽶ドルで上昇
⽇⽶⾦利差の縮⼩が意識されたことや、
⽶政府による中国企業への追加禁輸措置
などを受けて円買い・⽶ドル売りが進み
ました。⽶国とイランの対⽴で中東の地
政学リスクがくすぶっていることも円の
上昇要因となりました。

堅調な独仏景気指数を背景に欧州景気に
対する過度な後退懸念が和らぎ、円は対
ユーロでは下落しました。
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（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
（注）データは2019年5⽉21⽇から2019年6⽉21⽇（⽇次）。


